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(57)【要約】
【課題】液晶表示装置の電位供給に関して、対向電極へ
電位供給を確実に行う。
【解決手段】複数の画素電極を有する第一電極基板と、
該第一電極基板に相対する対向電極を有する第二電極基
板を備え、前記第一電極基板と前記第二電極基板がオフ
セットされ所定の間隔で貼り合わされた液晶表示パネル
を、前記第二電極基板と回路基板の対向する面に有する
電極を導電性媒体で電気的に接続する液晶表示装置であ
って、前記第二電極基板のオフセットされた対向電極部
分と電気的に導通する部分を特殊金属半田膜にて形成し
、該特殊金属半田膜の塗布位置が第二電極基板のオフセ
ットされた面と更にその側面部分であり、第二電極基板
に特殊金属半田膜付けされた部分と前記第一電極基板側
を搭載した前記回路基板電極の一端を導電性媒体で接続
した液晶表示装置とする。
【選択図】図1
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画素電極を有する第一電極基板と、該第一電極基板に相対する対向電極を有する
第二電極基板を備え、前記第一電極基板と前記第二電極基板がオフセットされ所定の間隔
で貼り合わされた液晶表示パネルを、前記第二電極基板と回路基板の対向する面に有する
電極を導電性媒体で電気的に接続する液晶表示装置であって、前記第二電極基板のオフセ
ットされた対向電極部分と電気的に導通する部分を特殊金属半田膜にて形成し、該特殊金
属半田膜の塗布位置が第二電極基板のオフセットされた面と更にその側面部分であり、第
二電極基板に特殊金属半田膜付けされた部分と前記第一電極基板側を搭載した前記回路基
板電極の一端を導電性媒体で接続する事を特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記第二電極基板の特殊金属半田膜部分と、対向する回路基板を導電性媒体にて電気的
に接続した際に、導電性媒体と特殊金属半田膜の境界面を保護樹脂にて保護する事を特徴
とする、請求項１記載の液晶表示装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に液晶表示装置は、表面に画素電極が形成された第一電極基板と、それに相対し
表面に対向電極が形成された第二電極基板を所定の位置関係で貼り合わせ、前記基板間に
液晶を注入した液晶パネルを回路基板上に実装し、画素電極と対向電極間に電位差を与え
、液晶を動作させ表示をさせている。
【０００３】
　前記液晶表示装置の画素電極への電位供給は、第一電極基板と回路基板上の配線パター
ン(電極)をワイヤーで接続し、電気的に導通をさせることで実現している。一方対向電極
への電位供給は、第二電極基板と回路基板間に導電性媒体（たとえば、熱硬化性導電性樹
脂などの銀ペースト）などを塗布し、第二電極基板に形成された対向電極と回路基板上の
導電パッドを電気的に導通させることで実現している。
【０００４】
　図２は従来技術による液晶表示装置の一部の断面図である。第一電極基板１と第二電極
基板２は回路基板５上の配線パターン８と導通をとるため、液晶９を介し、オフセット１
２を要した位置関係で貼り合わされている。第一電極基板１に形成された画素電極６は、
ワイヤー１３によって回路基板５の配線パターン８と接続されている。また第二電極基板
２に形成された透明電極である対向電極７（一般的にはＩＴＯ電極膜）は、導電性媒体４
によって回路基板５の電極パッド１４と接続され画素電極６とは異なった電位を供給され
る。
【０００５】
　前記第一電極基板１と第二電極基板２間に液晶９が挟持されるが、液晶９と接する面に
は、液晶９を配向するための配向膜３が形成されている。配向膜３は画素電極６、対向電
極７が形成された第一電極基板１，第二電極基板２の表面にポリイミド膜をスピンコータ
ーにより形成し、表面をラビングして形成される絶縁膜である。
【０００６】
　この状態では第二電極基板２の対向電極７と回路基板５の電極パッド１４とを導電性媒
体４で導通をとる事は、ポリイミド膜が邪魔をし導電がとれない。これを回避するために
第二電極基板２のオフセット１２部分をプラズマ洗浄で除去し、対向電極７をむき出しに
して更に特殊金属半田１０を対向電極７部分に塗布し、最終的に導電性媒体４を使用して
、回路基板５の電極パッド部１４と導通をとる。
【０００７】
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【特許文献１】特開２００７－１９９６６４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　前記のように第二電極基板２に塗布された特殊金属半田１０と回路基板５の電極パッド
１４の間に導電性媒体４を塗布して、対向電極間の導通はとられているが、第二電極基板
２の対向電極７オフセット１２部分の面積が小さく、特殊金属半田１０を塗布する面積が
小さくなり、よって特殊金属半田１０と導電性媒体４との接続面積が小さくなる事により
、特殊金属半田１０と導電性媒体４との接続抵抗が上がり、対向電極７にかかる電圧が正
常に印加されない状態や、また接続抵抗が高すぎる場合はその部分より発熱するなどの課
題があり、信頼性の面で非常に弱い液晶表示装置となってしまう。またオフセット１２領
域を大きくし特殊金属半田１０の面積を大きくし、導電性媒体４との接続面積を大きくす
る事も考えられるが、オフセット１２領域を大きくすることは、液晶表示装置全体の面積
を大きくすることであり、結果的に液晶表示装置を使用する電気機器の外形も大きくなっ
てしまい、小型化を行う上では非常に不利となってしまう。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　複数の画素電極を有する第一電極基板と、該第一電極基板に相対する対向電極を有する
第二電極基板を備え、前記第一電極基板と前記第二電極基板がオフセットされ所定の間隔
で貼り合わされた液晶表示パネルを、前記第二電極基板と回路基板の対向する面に有する
電極を導電性媒体で電気的に接続する液晶表示装置であって、前記第二電極基板のオフセ
ットされた対向電極部分と電気的に導通する部分を特殊金属半田膜にて形成し、該特殊金
属半田膜の塗布位置が第二電極基板のオフセットされた面と更にその側面部分であり、第
二電極基板に特殊金属半田膜付けされた部分と前記第一電極基板側を搭載した前記回路基
板電極の一端を導電性媒体で接続する液晶表示装置とする。
【００１０】
　前記第二電極基板の特殊金属半田膜部分と、対向する回路基板を導電性媒体にて電気的
に接続した際に、導電性媒体と特殊金属半田膜の境界面を保護樹脂にて保護する液晶表示
装置とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によると、液晶表示装置の第二電極基板に形成されたオフセット部分の対向電極
部とその隣接する側面に特殊金属半田を塗布し、回路基板間と導通の役割を持たせる導電
性媒体と特殊金属半田の接触面積をできるだけ大きく取る事により液晶表示装置を大型化
することなく安定した接続を得る事が出来る。更に特殊金属半田と導電性媒体との境界部
分を保護部材で覆う事で信頼性を向上させる事ができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　複数の画素電極を有する第一電極基板と、該第一電極基板に相対する対向電極を有する
第二電極基板を備え、前記第一電極基板と前記第二電極基板がオフセットされ所定の間隔
で貼り合わされた液晶表示パネルを、前記第二電極基板と回路基板の対向する面に有する
電極を導電性媒体で電気的に接続する液晶表示装置であって、前記第二電極基板のオフセ
ットされた対向電極部分と電気的に導通する部分を特殊金属半田膜にて形成し、該特殊金
属半田膜の塗布位置が第二電極基板のオフセットされた面と更にその側面部分であり、第
二電極基板に特殊金属半田膜付けされた部分と前記第一電極基板側を搭載した前記回路基
板電極の一端を導電性媒体で接続し、更に特殊金属半田と導電性媒体との境界部分を保護
樹脂１５で保護（被覆）する液晶表示装置とする。
【実施例１】
【００１３】
　図１は本発明による液晶表示装置の断面図である。従来技術と異なるのは、特殊金属半
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田１０の塗布位置が第二電極基板２に形成された対向電極７及び隣接している第二電極基
板２の側面１１に塗布されている点である。本発明で特殊金属半田とは、対向電極７（Ｉ
ＴＯ）との密着性が良いと共に第二電極基板２に直接成膜できる半田であり、例えばセラ
ソルザ（黒田テクノ株式会社製）がある。
【００１４】
　特殊金属半田１０を第二電極基板２のオフセット１２された部分にある対向電極７部分
と、更にその隣接する側面部分１１に塗布する。
【００１５】
　前記特殊金属半田１０が塗布された部分に導電性媒体４を塗布し、回路基板５の電極パ
ッド１４と導通をとる。
【００１６】
　ここで重要なのは第二電極基板２の対向電極７と隣接する側面部分１１にも特殊金属半
田１０を塗布することであり、更に特殊金属半田１０は対向電極７に塗布された部分と、
側面部分１１に塗布された部分は導通している事である。これにより特殊金属半田１０と
導電性媒体４との接触面積が広くなり、導通状態（抵抗値）が安定する。第二電極基板２
の対向電極７と特殊金属半田１０は超音波半田ごてにて塗布すると、より確実に導通が取
れる。
【００１７】
　更に前記特殊金属半田１０と導電性媒体４との境界面に保護樹脂１５を塗布することに
より、外部から境界面への吸水を完全に防ぐことができ、対向電極７と回路基板５間の導
通に関する信頼性が確保できる。
【００１８】
　また、従来の課題であったオフセット部分を広くとり、対向電極７部分へ特殊金属半田
１０を塗布し、導電性媒体４と特殊金属半田１０の接続面積を広く取る方法ではなく、第
二電極基板２の対向電極７隣接部の側面部分１１部分を利用して特殊金属半田１０と導電
性媒体４の接続面積を確保することにより液晶表示装置全体を小さく作成できる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明による液晶表示装置の断面図（実施例１）
【図２】従来技術による液晶表示装置の一部の断面図
【符号の説明】
【００２０】
　１　　第一電極基板
　２　　第二電極基板
　３　　配向膜
　４　　導電性媒体
　５　　回路基板
　６　　画素電極
　７　　対向電極
　８　　配線パターン
　９　　液晶
　１０　特殊金属半田
　１１　隣接する側面
　１２　オフセット
　１３　ワイヤー
　１４　電極パッド
　１５　保護樹脂
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要解决的问题：在液晶显示器的电位供应中可靠地执行对电极的电位供
应。 ŽSOLUTION：在液晶显示器中，其设置有具有多个像素电极的第
一电极基板和具有与第一电极基板相对的对电极的第二电极基板，并且
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trate。 Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/1ed0736e-7c76-4d8e-895a-54432902ecdf
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/041184193/publication/JP2009211008A?q=JP2009211008A

